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　Tom Waldichuk（Thompson Rivers University, CANADA）：Reflections on Geography of Japan 
Field Trips in 2008 and 2010 : The Use of Field Journals and the Move to More Student-Centred 
Learning
　山本 健太（九州国際大）：静岡プラモデル製造企業の技術獲得と取引関係：転換企業および新興企業を
事例として
・招待発表
　中村周作（宮崎大）：熊本－酒と肴の文化地理
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・特別講演
　白坂　蕃（帝京大）：イタリアのアルプス山麓における羊の移牧にみる“日常”と“非日常”
・ポスター発表
　秋元 菜摘（東京大・院）：クラスター型コンパクトシティ化による生活関連施設へのアクセシビリティ
の向上－施設立地と人口分布から見た改善パターンの差異－
　市川康夫（筑波大・院）：長野県松川扇状地扇央部における出作りの展開と特質
　大石 貴之・津田憲吾・常木正道・神谷隆太・財津寛裕・厳　婷婷（筑波大・院）：商店経営からみた商
業機能の変容‐須坂市中心商店街を事例に－
　大谷万里絵（筑波大・院）：地球温暖化が野菜生産地の季節性に与える影響
　栗林 　賢・全　志英・磯野　巧（筑波大・院）・呉羽正昭（筑波大）：須坂市におけるアグリ・ツーリズ
ムの特徴
　齋藤譲司（筑波大・院）：長野県須坂市における鉱山跡地の保存活用の課題
　鈴木春香（筑波大・院）：筑波大学周辺のアパートと地域構造
　大道 寺　聡・吉原　遼・福田　綾（筑波大・院）：長野県須坂市における歴史的町並みの形成と展開
　中尾浩子（筑波大・院）：都市河川における河川整備と住民参加型川づくり
　永山 いちい（筑波大・院）：住宅団地における高齢者の生活空間－つくば市桜ニュータウンを例に－
　益田理広（筑波大・院）：シュルレアリスム文学からみる都市イメージ－安部公房『壁』を例として－
　山本敏貴（筑波大・院）：鹿児島市中心市街地における時間貸駐車場の現状と駐車場の土地利用変遷
・巡検
　「常陸台地における産業と交通」（参加者33名）
　オーガナイザー：栗林　賢，遠藤貴美子，橋本　操，福田　綾
【地理空間学会会則】
地理空間学会ホームページをご参照ください。
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jags/index.html
【例会報告】
第11回（2011年10月1日，於：JICA 研究所国際会議場，参加者41名）
・発表者および演題
　山下亜紀郎（筑波大）：アジアの大都市における土地利用変化とその地域的要因
　一ノ 瀬俊明（国立環境研究所）：アジアの大都市における複数地点の土地利用データによる都市気候変
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遷の解明
　白木洋平（立正大）：アジアの大都市における土地利用と地表面温度の関係
　遠藤崇浩（筑波大）：アジア大都市における地下環境と共有資源問題
　豊田知世（JICA 研究所）：アジア大都市における地下環境変化のステージモデル
　谷口智雅（三重大）：アジア大都市における都市発展および地下水利用の変化と水辺景観
　吉越昭久（立命館大）：アジアの大都市の都市発展モデルと水環境変化
　鈴木和哉（JICA）：アジアの大都市における環境国際協力について
【編集委員会からのお知らせ】
　 6 月：新規投稿「フォーラム」1編の担当委員を決定した。
　 9 月：新規投稿「論説」1編，「研究ノート」1編，「調査報告」1編の担当委員および閲読者を決定した。
　10月：「研究ノート」1編の担当委員および閲読者を決定した。また「フォーラム」1編を受理した。
　11月： 「論説」1編，「研究ノート」1編，「調査報告」1編について，閲読結果をもとに検討し，これらを
受理した。
【次号以降の投稿について】
　第5巻1号は，2012年6月20日の発行を予定しております。第5巻2号の原稿については8月末まで，そ
れ以降の原稿につきましても随時受け付けております。内容は最新の論争から時事性，トピック性の高い
テーマ，丹念な調査に基づく活きのよい事例研究まで幅広く受け付けております。会員皆様の活発な寄稿
をお待ちしております。
　本学会の活動を幅広く認知してもらうために，会員の皆様の大学研究室や大学・高校の図書館におきま
して，会誌『地理空間』の定期購読を是非ご検討のほどお願いいたします。ご購読いただける場合には，編
集委員会（geospace@geoenv.tsukuba.ac.jp）までお知らせください。
【投稿規定＆執筆要項】
　地理空間学会ホームページをご参照ください。
　URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jags/index.html
【新入会員】（2011年5月13日から2011年12月13日）
安倉良二（立命館大学）
渡邊瑛季（筑波大学）
 （会員数：259人，2011年12月13日時点）
